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研究会報告
ると､1985年ハーバー ド大学の Halperln教授等の理論的な研究によって指摘
された｡ 離散型については非常 に多 くの研究があるが､ ここでは､極めて研
究の少ない連続型浸透問題を実験的に実現 し､上記の予想を確認 した｡
2次元の連続型浸透実験は､長方形の電気伝導のある物質 に穴をランダムに
あけることによ り実現され､一定の成果が出ている｡ 残念なが ら､電気伝導
に対する離散型浸透 と連続型浸透問題の臨界指数には差が 2次元ではな く､ 3
次元で始めて差が生 じることが､理論的に予言 されている｡ 従 って 3次元の
連続型の実験が要望されたが､bulkの電気伝導物質の中か ら周囲に damage
や変形を与えることな く順次小球を くり抜 くことが難 しく､実験的研究は不可







電極板をつけた ピス トンを取 り付けてある｡
この中に約 300個のゴムボール (直径
16mm)を入れ､その中に純水を入れ､両端
の抵抗を測定す る｡ ピス トンは､ 自動車用
のジャッキを用 いて､内部の容静を変化さ
せ る｡ 圧力を加える度にボールは変形 し
て多角体の様に変化 しボール間のすき間が
減少する｡ 水 は筒の外へ 自'由に抜け出ら
れるので､水の圧力は､大気圧 と同 じであ










積を減少 してい くと､電気伝導度 ∑は徐々に小 さくな り､水のある臨界値 †C





Vc :臨界体積 (電気が流れな くなるとき)
∑ :電気伝導率








透実験の臨界指数は 4/3であ り､臨界指数には差がなか った｡ しか し､ 3
次元の電気伝導度に対す る離散型浸透 と連続型浸透の臨界指数 には差が生 じる
ことが､1985年 Halperin 等の研究.によって理論的に予言 されていた｡
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研究会報告
しか し､bulkの電気伝導物質の中か ら順次小球を くり抜 くことが難 しく､
実験的研究は進まなかった｡
現在の実験装置は上述の 3次元の電気伝導度に対する連続型浸透間膚の実
験を行ない､臨界指数 2.4を得て､ 3次元離散型浸透の場合の 1.9と明らか
に異なる事が確認できた｡
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